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UNISON プロジェクト2011
新規プロジェクト応募要綱 


2011年度（2011年7月1日～2012年6月30日） UNISON新規プロジェクト応募要綱

UNISONは宇宙工学を専門とする大学の連合として、日本の宇宙開発における「知の拠点」として相応しい研究活動を推進し、学生による萌芽的な研究、プロジェクト活動を支援しています。

学生らが中心となった、勉強会・検討会・期間を必要としないものづくりプロジェクトなどを対象として、支援を行います。また、UNISECワークショップまでを期限とした約半年で完了する、ショートプロジェクト枠もあります。
本年度のUNISONプロジェクト募集に関しては、以下の応募要綱により行います。
1. 採用条件と審査基準 
· UNISEC加盟団体に所属する学生がコーディネートする宇宙関連プロジェクトであること

· 目標が明確であり、その過程において解決すべき課題に対する成算があること

· UNISEC/UNISONおよび加盟団体の発展に貢献しうる、又は宇宙開発の裾野を広げ、新しい技術フィールドを開拓しうるものであること
通常プロジェクト

· 基本的には、1年間でプロジェクトが終結すること

ショートプロジェクト（前期・後期）

· 基本的には、半年でプロジェクトが終結すること
採用の可否は、UNISEC 加盟団体の学生代表者が上記の点を総合的に評価し、協議の上で決定する。
UNISONは、支援が決定したプロジェクトについて、全体理事会に報告する。
2. 応募方法 

所定の用紙に記入の上、学生代表（伊藤、牟田、春木）　までメールにて提出のこと。
学生理事　unison_rep@unisec.jp
0) プロジェクトの期間

プロジェクトは2011年12月ワークショップまでを期限とするショートプロジェクト、2012年7月総会までを期限とする通常プロジェクトのどちらかを選ぶことが出来る。
1) プロジェクト名称

プロジェクトの内容が端的にわかる名称を付けること。
2）提案代表者名および所属、学年、連絡先（Email、電話、住所） 

通常プロジェクトの場合は代表者もしくは代理の者が翌年の総会および代表会議にて総括できること。
3）プロジェクト参加者名簿 

正式採用後に募集しても構わない。ただし、代表者は応募の際必ず決定すること。
4）プロジェクトの目的と内容

プロジェクトが何を目的とするのか。その目的を達成するための手段について記述する。
5）プロジェクトの実施（または成功）により期待される成果
プロジェクトを実施、またはプロジェクトが成功した際に得られる成果がUNISEC/UNISONおよび加盟団体の発展にどのように貢献しうる、又は宇宙開発の裾野を広げ、新しい技術フィールドを開拓しうるものであるかを記述すること。
6）プロジェクトスケジュール 

大まかなプロジェクト終了までのスケジュールについて記述する。
ショートプロジェクトの場合は2011年12 月のワークショップでの最終報告、通常プロジェクトではワークショップでの中間報告及び、2012年7 月の最終総会での報告を必ず入れること。
7）申請金額
ショートプロジェクトは原則として10万円、通常プロジェクトは原則として25万円を上限とする。
ただし、プロジェクトの応募数によっては予算の都合から上限の変更もあり得る。その際は採択会議にて各代表の承認のもと上限額を再決定するものとする。
追加支援が必要となった場合、適切な理由がある場合はこれを認める。 
8）予算案
何に、いくら使うかということを簡潔にまとめること。
飲食代、パソコンなどの汎用品の購入は認められない。
3. 知的所有権について
プロジェクトを行うことによって得られる成果、およびそれに付随して生ずる一切の権利は、申請者らとUNISECが共同で管理するものとする。これは、プロジェクトの成果はUNISEC加盟団体に広く公開すべきであるという活動趣旨に基づいた判断である。
特許管理などを所属大学の知的財産管理部などに依頼すると、UNISEC内での利用にも使用料が生じる可能性があるので、このような場合は必ず事前にUNISONまで連絡すること。
4. 学会発表等について
学会発表を奨励する。ただし、当該プロジェクトがUNISONの支援を受けたものである旨を記述すること。
UNISONは学会および各種発表会において、採用されたプロジェクトをUNISONの取り組みとして紹介をする、もしくは講演を依頼することがある。
5. プロジェクト報告 

採用プロジェクトは以下の報告を行うものとする。発表者に関しては、別枠で旅費の支援を行う。
1）2011年12月のワークショップにて中間報告 、ショートプロジェクトの場合は最終報告
2）3 月にAnnual Report 用の報告書提出、ショートプロジェクトの場合も同様

3）通常プロジェクトのみ、2012年度7 月総会にて最終報告
6. 応募締め切り 

2011年6月30日（木）必着
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